
T2K-SK,	Super-K実験,	Hyper-K実験計画：紹介	
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T2K-SK　ワーキンググループ	
n  T2KとSKはそれぞれ独立している実験だが，T2K-SKグ
ループはそん間の橋	

n  SKにおいてのT2Kビームデータの責任	
n  SK側のGPS時間情報の管理	
n  SKの再構成アルゴリズムの検証、安定性	
n  データのクオリティ	

n  データサンプルを定義し，系統誤差をつける	
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SKの大気ニュートリノ	



階層性が未決定	
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大気ニュートリノで測定	

	
n 質量階層性はCP測定の邪魔（振動確率の縮退を起こす）	

n 大統一理論と関係している	

n CPの測定も可能だが，T2Kビームほど簡単ではない	
n 物質優勢宇宙の説明へ	

ニュートリノ振動のCP位相	
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関連研究	 EMPATIC	(FNAL)	

n ニュートリノフラックスを理解するため，ハド
ロン生成実験とモデルの開発が必要	
n 特に大気ニュートリノおけるCP破れ探索	

n  EMPHATIC実験に参加し始めている	

n  陽子ビームと様々な標的を使って正確に生
成されるハドロンを計る	
n  ２０１７年にファーストデータ	
n  シミュレーション作業とデータ解析	
n  次の実験準備をこれから	

n  大気ニュートリノとJ-PARCニュートリノフ
ラックの不定性削減を目指す	

n 大気フラックスモデル(本田,HKKM)の改善を目指す	
n 系統誤差をより正確に評価	
n 現象論的なプロジェックト（ちょっとマニアック）	
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卒業までの流れ	

n  M1	– 授業＋研究開始	
n  M2	– 修論研究	

n  ハード的ケースが多い	
n  CalibraEon関係，HK　光センサー開発（江，廣田），モジュール
開発（森）,	NC	gamma	測定（芦田）	

n  解析的なものでも可能	
n  D1	– 進行中の研究に参加，実験へ貢献	

n  博士研究のテーマを選んで，研究開始	
n  D2/D3	– 博士研究を集中	
n  D3	– 論文執筆	

hKp://www-sk.icrr.u-tokyo.ac.jp/doc/sk/publicaEons/index.html	

過去２０年のD論と修論：	
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